
 
 
 
 
 
 

概        要 

学 校 名 野田市立岩木小学校 

活用方法 

野田市立岩木小学校では「一人一単元」の単元づくりに取り組んで

きた。「単元づくり」の共通の視点として、「『思考し、表現する力』

を高める実践モデルプログラム」の四つの学習過程を明確に位置付け

ている。特に、「見いだす」では「必要感、達成感、成就感」のある    

学習となるよう導入を工夫し、「まとめあげる」では「言語活動」や

「振り返り」を重視して授業づくりを行ってきた。 

成 果 等 

 「単元づくり」の視点を明確にし、共通理解を図ったことで、若年

層からベテラン層まで充実した単元づくりを行うことができた。  

特に、「見いだす」「まとめあげる」の過程を大切にしてきたことで、

実生活と結び付けた「必要感、達成感、成就感」のある単元を開発  

したり、相手意識や目的意識をもって表現する資質・能力を育成  

したりすることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラム 

     活 用 事 例     

指導案に「実践モデルプログラム」の 
過程を位置付けることで、共通の視点
をもつことができた。授業検討会では、
Jamboard を用いることで充実した 
協議を行うことができた。 

「実践モデルプログラム」の過程を 
大切にすることで、主体的に学習に  
取り組む姿が随所で見られるように 
なった。表現活動を多く取り入れる 
ことで、思考し表現する力が向上した。 


